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遠
州
森
町
の
最
北
部
を
形
成
す
る
山
塊

の
一
峰
で
周
辺
に
は
高
塚
山
・
京
丸
山
の

名
峰
が
あ
る
。
伝
説
の
京
丸
ボ
タ
ン
は
こ

こ
に
咲
く
ア
カ
ヤ
シ
オ
の
群
落
が
大
輪
に

見
え
た
と
か
。
開
花
期
は
大
勢
の
登
山
者

で
賑
わ
う
が
ひ
と
つ
隣
の
竜
馬
ヶ
岳
は
静

寂
そ
の
も
の
で
あ
る
。
小
俣
川
か
ら
の

コ
ー
ス
に
比
べ
、
こ
の
杉
川
コ
ー
ス
は
難

解
で
あ
り
、
読
図
力
の
あ
る
熟
達
者
向
き

と
い
え
る
。

杉
川
林
道
ゲ
ー
ト
手
前
に
駐
車
ス
ペ
ー

ス
が
あ
る
。
ゲ
ー
ト
に
入
る
と
直
ぐ
に
樫

ノ
木
橋
に
出
る
。
右
岸
の
道
が
入
手
山
へ

の
コ
ー
ス
、
橋
を
渡
り
林
道
の
二
俣
を
左

に
入
る
。
林
道
開
通
の
石
碑
を
見
て
少
し

進
め
ば
終
点
に
出
る
。
山
道
に
変
わ
り
小

尾
根
を
巻
く
と
飯
場
跡
の
小
平
地
に
出

る
。
こ
こ
が
尾
根
の
取
付
点
で
よ
く
見
れ

ば
浅
い
道
跡
が
ジ
グ
ザ
グ
に
上
が
っ
て
い

る
。
尾
根
に
上
が
れ
ば
ス
ト
レ
ー
ト
の
急

な
登
り
と
な
る
。
比
高
３
０
０
㍍
ほ
ど
登

る
と
１
０
７
０
㍍
の
営
林
署
図
根
点
が
見

え
る
。
尾
根
は
こ
の
先
か
ら
一
段
と
急
に

な
り
直
登
を
避
け
右
手
に
踏
跡
を
辿
り
横

断
し
て
い
く
。
コ
バ
イ
ケ
ソ
ウ
が
群
生
す

る
凹
状
地
に
出
て
な
お
少
し
横
断
す
る
と

小
尾
根
に
出
る
。
植
林
は
こ
こ
に
来
て
明

る
い
灌
木
林
に
変
わ
り
、
尾
根
は
登
る
ほ

ど
に
傾
斜
を
緩
め
、
や
が
て
ア
カ
ヤ
シ
オ

の
咲
く
岩
岳
山
に
到
着
す
る
。
こ
こ
か
ら

ア
カ
ヤ
シ
オ
を
愛
で
な
が
ら
北
に
稜
線
を

進
め
ば
、
荷
小
屋
峠
の
分
岐
を
経
て
神
社

の
建
つ
北
峰
に
出
る
。
賑
わ
い
は
こ
こ
ま

で
で
、
打
っ
て
変
わ
り
静
寂
郷
に
入
る
。

登
る
と
も
下
る
と
も
い
え
ぬ
緩
や
か
な
尾

根
で
開
花
期
は
少
し
ず
れ
る
が
シ
ロ
ヤ
シ

オ
が
群
生
し
て
い
る
。
自
然
林
の
広
い
千

里
ヶ
原
（
竜
馬
ヶ
原
）
に
入
れ
ば
す
ぐ
先

が
竜
馬
ヶ
岳
だ
。
こ
こ
に
も
ア
カ
ヤ
シ
オ

が
咲
く
。
北
が
僅
か
に
開
け
高
塚
山
や
京

丸
山
が
望
ま
れ
る
。
東
尾
根
側
に
少
し
入

れ
ば
シ
ロ
ヤ
シ
オ
の
群
落
が
見
ら
れ
る
。

帰
路
は
往
路
を
戻
る
。
な
お
入
手
山
東
尾

根
を
下
る
こ
と
も
で
き
る
が
踏
跡
は
浅

く
、
何
れ
に
し
て
も
熟
達
者
向
き
コ
ー
ス

で
あ
る
。
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